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■円に内接する四角形に含まれる連結した無限個の円の面積和 

 

円に内接する四角形ABCDについて，その内接円から 4つの頂

点に向かって連結した無限個の四角形の内接円を考える。 

AB＝a，BC＝b，CD＝c，DA＝d のとき，これらすべての円

の面積和 CS は， 
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となる。 
 

（証）四角形ABCDは円に外接するので， AC  である。 

まず，三角形DABと三角形BCDに余弦定理を適用すると 
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また，四角形ABCDの面積をS とおくと， S ⊿DAB＋⊿BCDであるから 
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ここで，四角形ABCDは円に外接するので， pdbca  ･･･①であるから 
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また，四角形ABCDの内接円の半径をrとすると， prS  より，




















db

abcd

ca

abcd

p

S
r となる。 

次に，四角形ABCDの内接円に外接し，2辺AB，ADに接する円の半径を ar とすると，  
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よって半径 rの内接円から頂点Aに向かって連結した無限個の内接円の面積和は， 
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　　 の無限等比級数でるから， 
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同様に，内接円から頂点BおよびC，Dに向かって連結した無限個の内接円の面積和は，それぞれ 
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よって，求める四角形ABCDの内接円から 4つの頂点に向かって連結した無限個の内接円の面積和 CS は 
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ここで，  DBCA であるから，
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また，
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これらを②に代入すると 



3 

 

 

    

   cdabbcadabcdbcadabcdcdabcdabcdababcdbcadbcad

cdabbcadca

abcd

ab

cdab

cdab

ab

cd

cdab

cdab

cd

ad

bcad

bcad

ad

bc

bcad

bcad

bc

ca

abcd
SC
































4))(())((

4

)4(
4

2

2





　　

（終証）

 

【例】 

a  b  c  d  CS と近似値 
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（2012/1/30 時岡） 


